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研究成果の概要（和文）：本研究では、特殊直交群やユニタリ群上の保型形式の周期と、保型L関数の特殊値の関係に
関する、大域的 (Gan-)Gross-Prasad予想の研究を行った。特に、相対跡公式への応用を目指し、収束するとは限らな
い周期を正則化する理論の拡張を、(Gan-)Gross-Prasad予想に現れる周期の場合に行った。
また、保型形式の周期の局所類似として、局所体上の簡約群の調和解析と、数論的不変量の関係の研究を行った。特に
、形式次数と随伴γ因子の特殊値を結びつける形式次数予想が、局所テータ対応が定める関手リフトと整合的であるこ
とを証明した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we have studied the global (Gan-)Gross-Prasad conjecture on the 
relation between periods of automorphic forms on special orthogonal and unitary groups and special values 
of automorphic L-functions. In particular, toward an application to relative trace formulas, we extended a
 theory of regularized periods which are not necessarily convergent to those appearing in the (Gan-)Gross-
Prasad conjecture.
Also, as a local analogue of periods of automorphic forms, we have studied the relation between the harmon
ic analysis on reductive groups over local fields and arithmetic invariants. In particular, we proved that
 the formal degree conjecture, which relates the formal degrees of square-integrable representations with 
special values of adjoint gamma-factors, is compatible with the functorial lift defined by the local theta
 correspondence.
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１．研究開始当初の背景 
 
２００２年頃から池田保と共同で、特殊直交
群上の保型形式の周期と保型 L 関数の特殊
値の関係に関する、大域的 Gross-Prasad
予想の研究を行っており、２００５年頃に
は周期と L 関数の特殊値の間の明示等式を
予想として提出していた。また、その局所
類似として、平賀郁・池田保と共同で、形
式次数と随伴γ因子の特殊値を精密に結び
つける予想（形式次数予想）を２００５年
頃に提出した。その一方で、本研究を開始し
た２０１０年の段階でも、これらの二つの予
想に関して知られていることはそれほど多
くなく、予想のさらなる検証が求められてい
た。 
 
 
２．研究の目的 
 
本 研 究の具 体 的な目 的 は、大 域 的 な
(Gan-)Gross-Prasad 予想の明示公式の予想、
局所的な形式次数予想、の二つの予想に関し
て、さらに実例を与え、他の理論との整合性
を確かめ、予想を検証することにあった。こ
の具体的な研究を通して、周期等の表現論的
な不変量と、L 関数の特殊値等の数論的不変
量の間の関係について、さらに一般化・精密
化・新しい定式化を行い、深い知見を得るこ
とが、本研究の最終的な目標であった。 
 
 
３．研究の方法 
 
ユ ニ タ リ 群 に 対 す る 、 大 域 的 な
(Gan-)Gross-Prasad 予想の明示公式に関し
ては、研究手法として Jacquet-Rallis による
相対跡公式を用いる方法がある。この相対
跡公式を単純化することで、Wei Zhang は
予想を多くの場合に解決した。一方、単純
化を施したため、エンドスコピーに起因する
数論的不変量が発生する場合を取り扱うこ
とができない。これを解消するためには、相
対跡公式を完全に証明する必要がある。そ
のために、収束するとは限らない周期を正
則化する理論の拡張が生じた。この研究は、
山名俊介と共同で行った。 
 
形式次数予想に関しては、一般の古典群に対
しては予想を証明する手法・枠組みの見当が
ついていなかったため、他の理論との整合性
を確認することに絞り込んで、研究を行った。
特に、関手リフトの一種である局所テータ
対応に着目した。これには大域的には
Rallis 内積公式などの先行結果が既に多く
存在したため、その局所的類似を追求する
ことで、形式次数予想との整合性を証明す
ることができた。この研究は、Wee Teck 
Gan と共同で行った。 
 

４．研究成果 
 
山 名 俊 介 と の 共 同 研 究 に お い て 、
(Gan-)Gross-Prasad 予想に現れる、一般線
形群・ユニタリ群上の保型形式の周期に対
し、その正則化の理論を拡張した。この理
論 は ガ ロ ア 対 の 場 合 に は
Jacquet-Lapid-Rogawski によって得られ
ていたが、本研究で扱った場合は対称対で
すらない。一般線形群に対しては、
Jacquet-Piatetski-Shapiro-Shalika によ
るカスプ形式に対する積分表示の理論を、 
一般の保型形式に対して拡張したことに相
当する。この研究成果は、Jacquet-Rallis
による相対跡公式への応用を持つと考えら
れる。 
 
Nicolas Templier との共同研究において、
Jacquet-Piatetski-Shapiro-Shalika の積
分表示が、Voronoi 公式への簡明な応用を
持つことがわかった。特に、一般の数体に
対し、保型カスプ形式のフーリエ係数の加
法指標による重み付きの和と、その双対カ
スプ形式のフーリエ係数の Kloosterman
和による重み付きの和の間の公式を証明し
た。 
 
Wee Teck Gan との共同研究において、局
所テータ対応による形式次数の挙動が、形
式次数予想から予期されているものと一致
することを証明した。局所テータ対応を具
体的に実現し、大域的な Rallis 内積公式の
局所類似を追求することで、証明に成功し
た。局所テータ対応の実現は、Jian-Shu Li
による構成を安定領域の外へ拡張したこと
に相当し、Weil 表現の行列係数を核関数と
する積分作用素により、離散系列表現の行
列係数を変換することによって得られる。
また、表現論的な議論を多用するため、最
終的な公式に現れる比例定数の特定には困
難が生じたが、特別な離散系列表現に対し
て、その形式次数を直接計算することで、
この比例定数を決定した。 
 
平賀郁との共同研究において、GL(n)の保
型誘導に対する指標関係式に現れる、比例
定数を同定した。この比例定数は表現によ
らず、また群が基礎体上不分岐の場合は１
であることが、既に Henniart-Lemaire に
よって知られていた。指標関係式に用いる 
transfer factor を、  Kottwitz-Shelstad 
に従いイプシロン因子を用いて正規化する
ことで、群が基礎体上分岐する場合でも、
比例定数は１になることを、大域的手法と
局所的な計算を組み合わせることで証明し
た。 
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